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主催八郷町、協賛郵便局）が10月12日（土）、恋瀬川 

れました。参加者は301人。ことしは「たっぷりコース 

km」の２コースに分かれ、それぞれ自分に合ったウォーキ 

体操のあと、午前10時にたっぷりコースが中央公民館 

スが出発しました。すがすがしい秋空のもと、恋瀬川 

し、12時過ぎには全員がゴール地点の畜産センターに 

特集　やさとウォーキング大会 
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⑵

受付は地区ごとに８時30分から開始。その後先着順 

により血糖値検査を行いました。 

 

小桜地区からお友達4人で参加しました。頭にかぶっ 

たり、手に持ったりしている帽子は当大会の参加賞。 

 

 

大会長　関野和夫町長 

があいさつ。 

 

国保運営協議会 

鈴木光雄会長が祝辞。 

 

 

9時40分。準備体操をして体をほぐします。 

 

大勢で歩くには恋瀬川サイクリングコースは 

狭そうですが、安全性は保障つき。 

 

10時00分。まず、たっぷりコースがスタート。 
高友、丸山古墳を経て、浦須橋でらくらくコー 
スと合流。 
 

第２回やさと 
ウォーキング大会 

コース 

恋瀬川 



　第２回やさとウォーキング大会（ 

サイクリングロードを利用して行わ 

の８km」と「らくらくコースの６ 

ングを楽しみました。開会式、準備 

前を出発し、20分後にらくらくコー 

の風を頬に受けて、心地よい汗を流 

到着しました。 

⑶

帰りはバスにて中央公民館前の駐車場へ。帰路、 

ウォーキングをする方はちらほら。昨年よりぐー 

んと減りました。 

 

 

とん汁づくりは食生活改善推進員 

のみなさんが協力。健康に気を配 

ったおいしいとん汁の出来上がり。 

 

スタート前の血糖値とゴール後の 

血糖値を比較。どのくらい差があ 

ったかな。 

 

畜産センターゴールまえのだらだらした上り 

坂は一番の難所。みなさん息がはずみます。 

 

参加者の中で70歳以上の方は41名。みなさ 

ん余裕をもってのゴールインでした。 

今大会は家族ぐるみの参加が目立ちました。 

子どもたちは親より一足先に歩きます。 

 

 

ご夫婦での参加は息が合い、見た目にも 

微笑ましい。 

 

 

和気あいあいとしたウォーキング。友達との 

会話もはずみます。 

 

 

ゴール後、それぞれの場所でとん汁とおにぎりの昼食 

に舌鼓を打っていました。 

至恋瀬 

至真壁 

百目鬼橋 

小川橋 

丸山荘病院 

スタート 八郷町役場 

らくらくコース 
高友橋 

丸山古墳 

たっぷりコース 



特集　やさとウォーキング大会 

　
常
日
頃
、
ほ
ど
よ
い
運
動
を
習
慣
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
身
体
に
積
極
的

効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
効

用
と
し
て
は
、
ま
ず
肥
満
、
動
脈
硬

化
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
危

険
因
子
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
や
糖
尿

病
な
ど
の
疾
患
の
発
症
を
予
防
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
適

度
な
運
動
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど

の
治
療
効
果
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
交
感
神
経
の
緊
張
を
和
ら
げ
、
気

分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
の
に
も

役
立
ち
ま
す
し
、
循
環
器
系
、
呼
吸
器

系
の
生
理
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
増
進
、
身
体
機
能
の
向
上
に
役
立

ち
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
全
体
的
に

身
体
活
動
量
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
個
人
個
人
が
意
識
し

て
運
動
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
「
健
康
日
本
21
」
の
目
標
値
で
は
、 

一
、
意
識
的
に
運
動
を
心
が
け
て
い
る

人
（
以
下
成
人
）
の
増
加 

男
性
現
状
五
二
・
六
㌫
↓
六
三
㌫
以
上 

女
性
現
状
五
二
・
八
㌫
↓
六
三
㌫
以
上 

二
、
日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の
増
加 

男
性
現
状
八
二
〇
二
歩
↓
九
二
〇
〇
歩

以
上
（
約
千
歩
の
増
加
、
歩
く
時
間
で

約
十
分
） 

女
性
現
状
七
二
八
二
歩
↓
八
三
〇
〇
歩

以
上 

三
、
運
動
習
慣
者
（
一
日
三
十
分
以
上

の
運
動
を
、
週
二
回
以
上
実
施
し
、
一

年
以
上
持
続
し
て
い
る
人
）
の
増
加 

男
性
現
状
二
八
・
六
㌫
↓
三
九
㌫
以
上 

女
性
現
状
二
四
・
六
㌫
↓
三
五
㌫
以
上 

   

瓦
会
小
学
校
三
年
（
宇
治
会
） 

谷
島
由
季
乃
さ
ん
（
右
） 

真
家
　
美
咲
さ
ん
（
左
） 

　（
谷
島
さ
ん
）
た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス
に

抜
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
早
足
で
歩
き

ま
し
た
。
長
い
道
の
り
で
、
疲
れ
た
け

ど
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
は
動
物
が
た
く

さ
ん
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
き
れ

ば
動
物
に
も
さ
わ
り
た
か
っ
た
な
。 

（
真
家
さ
ん
）
お
友
達
の
由
季
乃
ち
ゃ

ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
い
た
の

で
、
長
い
道
の
り
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
後
の
坂
道
が
き
つ
か
っ
た

け
ど
、
と
ん
汁
も
お
い
し
く
て
、
疲
れ

も
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

          

岩
村
博
宣
さ
ん
友
子
さ
ん
夫
妻
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
又
） 

　
今
日
は
秋
晴
れ
の
中
を
歩
け
て
と
て

も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
初

め
て
参
加
し
、
た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
八
郷
町
が
好
き 

⑷

参
加
者
か
ら
の
声 
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歩数を増やして 

　　　　  元気はつらつ 

 

肥満を防ぐ 

ストレス解消 

骨粗しょう症を防ぐ 

心肺機能が向上する 

ウォーキングの全身効果 
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ウォーキング 
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33.8

ウォーキング 
32.7

ウォーキング 
34.8

ウォーキング 
29.1

ウォーキング 
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四
、
外
出
に
つ
い
て
積
極
的
な
態
度

を
も
つ
人
の
増
加
（
高
齢
者
六
十
歳

以
上
） 

男
性
現
状
五
九
・
八
㌫
↓
七
〇
㌫
以
上 

女
性
現
状
五
九
・
四
㌫
↓
七
〇
㌫
以
上 

八
十
歳
以
上
（
全
体
）
現
状
四
六
・

三
㌫
↓
五
六
㌫
以
上 

五
、
日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の
増

加
（
高
齢
者
七
十
歳
以
上
） 

男
性
現
状
五
四
三
六
歩
↓
六
七
〇
〇

歩
以
上 

女
性
現
状
四
六
〇
四
歩
↓
五
九
〇
〇

歩
以
上
で
約
一
三
〇
〇
歩
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
約
一
三
〇
〇
歩
と

は
、
歩
く
時
間
で
約
十
五
分
、
歩
行

距
離
で
六
百
㍍
か
ら
八
百
㍍
程
度
の

歩
行
に
相
当
し
ま
す
。 

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
と

は
、
息
切
れ
す
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
話
を
し
な
が
ら
で
も
楽
に
で

き
る
「
早
歩
き
」
の
よ
う
な
運
動
を

指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
運
動
は
特

別
に
時
間
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
生

活
の
中
で
無
理
な
く
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
全
で
効
果
的
な

健
康
づ
く
り
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
下
表
の
こ
の
一
年
間
に
行
っ
た
運

動
ス
ポ
ー
ツ
を
種
目
別
に
み
る
と
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
三
割
以
上
と
、
二

位
以
下
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
二
〜

三
倍
を
占
め
て
お
り
、
年
齢
階
級
別

で
は
三
十
歳
代
以
上
の
全
年
齢
層
で
一

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
は
、

参
加
者
の
中
か
ら
先
着
希
望
者
百
五
十

四
名
の
方
に
つ
い
て
血
糖
値
検
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
程
度

血
糖
値
が
変
化
す
る
か
を
測
定
し
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を
調
べ
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
測
定
は
ス
タ
ー
ト
前

と
ゴ
ー
ル
後
に
行
い
、
そ
の
差
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。
た
だ
し
、
朝
食
後
数
時

間
経
過
し
て
お
り
、
変
化
は
す
べ
て
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
も
の
と
ば
か
り
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
結
果
は
ほ
と
ん
ど
の

方
の
血
糖
値
が
大
き
く
下
が
り
ま
し

た
。 

       

　
運
動
は
健
康
の
た
め
の
三
要
素
の

一
つ
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
健
康
な
生
活
は
適
正
な
食
生

活
、
運
動
に
よ
る
体
力
作
り
、
そ
し

て
今
日
の
疲
れ
を
明
日
に
持
ち
こ
さ

な
い
た
め
の
休
息
に
よ
っ
て
得
ら
れ
ま

す
。
江
戸
時
代
の
川
柳
に
「
良
医
は
、

薬
箱
に
ま
り
を
入
れ
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
多
く
の
病
気
が
運

動
す
る
こ
と
に
よ
り
快
方
に
向
う
ば
か

り
で
な
く
、
運
動
不
足
の
解
消
が
病
気

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
意
味
も

あ
る
訳
で
す
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
日
頃
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
な
私
た
ち
が
最
も
簡
単
に

で
き
る
運
動
で
あ
り
、
医
学
的
に
み
て

も
、
血
液
の
循
環
を
良
く
し
、
心
肺
機

能
を
増
強
さ
せ
、
脳
お
よ
び
神
経
の

活
動
を
増
進
さ
せ
、
筋
力
や
体
力
の

維
持
に
も
役
立
つ
な
ど
の
効
果
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
然

と
触
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
役
立
ち
、
規
則
正
し
い

生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
な
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

一
人
で
も
」
で
き
る
大
変
勝
れ
た
運

動
療
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。 

で
越
し
て
き
た
者
で
す
が
、
本
当
に
緑

豊
か
な
町
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
自
然
の
よ
さ
を
ど
ん
ど

ん
広
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

          

小
塙
ゆ
り
の
会
の
み
な
さ
ん
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
塙
） 

　
仲
間
達
と
参
加
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
た

り
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
い
い

距
離
で
し
た
。
歩
い
た
後
は
不
思
議
と

体
が
軽
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
天
気
が

と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
気
持
ち
が
よ
か

っ
た
で
す
。
来
年
も
仲
間
達
を
誘
っ
て
、

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。 

 

⑸
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高
齢
者
だ
っ
て
積
極
的
に 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
得
ら
れ
る
効
果 

豊
後
荘
病
院 

内
科
部
長
　
石
原
扶
美
武
医
師 

●この１年間に行った運動・スポーツ種目（上位５種目・複数回答） 

●資料内閣府 



⑹

　10月27日総合運動公園を会場に、第13回八郷ふれあいまつりと、第６回子どもフェス

ティバルが開催されました。 

　八郷ふれあいまつりでは、各種団体の模擬店や展示コーナーが設けられたり、ステージ

では健康家庭や虫歯のない子の表彰、郷土芸能の披露、柿岡中学校の吹奏楽部の演奏、夢

ひびきの太鼓演奏や城之内早苗歌謡ショー、豪華賞品が当たる大抽選会が行われ多くの観

客で賑わいました。 

　八郷ふれあいまつりの模様は公開録音され、11月10日にＩＢＳラジオ「心の歌演歌ひとす

じで」放送されました。 

　子どもフェスティバルでも各種の模擬店が出店されたりイベントやキャラクターショー、

ビンゴ大会が行われ、訪れた子どもたちは楽しい一日をすごしていました。 

虫歯のない子の表彰 

健康家庭の表彰 

小幡囃子 

大なわとび大会　何回とべたかな？ 大なわとび大会　何回とべたかな？ 

夢ひびきの演奏 夢ひびきの演奏 

城之内早苗歌謡ショー 

大抽選大会　当たった！ 大抽選大会　当たった！ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
　
　
　 

　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
模
擬
店
を
出
店
さ

れ
た
次
の
団
体
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

●
八
郷
郵
便
局
　
　
　  

二
四
、二
一
〇
円

●
猟
友
会
八
郷
支
部
　  

二
〇
、〇
〇
〇
円

●
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
　  

一
〇
、〇
〇
〇
円

●
エ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
　  

　
八
、八
八
八
円

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー 

　
　  

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
　
七
、一
〇
〇
円

●
母
子
寡
婦
福
祉
会
　
　  

三
、〇
〇
〇
円 

　
独
居
老
人
や
障
害
者
等
、
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
方
々
を
対
象
に
し
た
地
域
福

祉
の
推
進
事
業
や
、
介
護
用
具
（
貸
与
）

の
購
入
等
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
　 

全部すくうぞ 慎重にねらいを定めて 全部すくうぞ 慎重にねらいを定めて 



大河ドラマ「武蔵MUSASHI」の撮影行われる 

⑺

　
平
成
十
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
の
撮
影
が
八
月
か
ら
八

郷
町
の
上
青
柳
地
内
、
狢
内
地
内
、
太
田
地

内
、
根
小
屋
地
内
、
半
田
地
内
、
小
野
越
地

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
剣
客
「
宮
本
武
蔵
」
の

生
涯
を
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
で
す
。
自
然
が

数
多
く
残
さ
れ
た
八
郷
町
は
、
武
蔵
が
生
き

ぬ
い
た
江
戸
時
代
初
期
を
思
わ
せ
る
風
景
を

撮
影
す
る
に
は
、
絶
好
の
ロ
ケ
地
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
撮
影
に
は
武
蔵
役
の
市
川
新
之
助
さ
ん
、

新
免
無
二
斎
役
の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
、
お

通
役
の
米
倉
涼
子
さ
ん
、
又
本
位
田
八
役
の

堤
真
一
さ
ん
、
沢
庵
役
の
渡
瀬
恒
彦
さ
ん
、

内
山
反
兵
衛
役
の
西
田
敏
行
さ
ん
、
朱
実
役

の
内
山
理
名
さ
ん
、
お
甲
役
の
か
た
せ
梨
乃

さ
ん
、
柳
生
兵
庫
之
助
役
の
高
嶋
政
伸
さ
ん

な
ど
が
見
え
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
エ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
約
四
十
人
の
方
が
農
民
や
武
士

の
役
と
し
て
撮
影
に
参
加
し
ま
し
た
。
放
映

の
中
で
八
郷
町
で
撮
影
さ
れ
た
シ
ー
ン
を
ど

の
く
ら
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か

　
江
戸
初
期
の
剣
客
で
名
は
玄
信
。
播
磨
（
今

の
兵
庫
県
の
南
西
部
（
一
説
に
美
作
）
生
ま
れ
。

武
道
修
業
の
た
め
諸
国
を
遍
歴
し
て
二
刀
流
を

考
え
だ
す
。
佐
々
木
巌
流
（
通
称
、
小
次
郎
）

と
の
試
合
が
名
高
く
晩
年
は
熊
本
に
住
み
、
水

墨
画
も
よ
く
し
た
。
著
書
に
「
五
輪
書
」（
地
・

水
・
火
・
風
・
空
の
五
巻
。
厳
し
い
剣
法
修
業

に
よ
っ
て
得
た
兵
法
の
奥
義
を
述
べ
た
も
の
）

が
あ
る
。 

宮
本
武
蔵
（
一
五
八
四
？
〜
一
六
四
五 

） 

上青柳地内 根小屋地内 

根小屋地内に建てられたセット 

半田地内 小野越地内 

→ →
 



⑻

○
不
在
者
投
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
投
票
日
の
十
二
月
八
日
に
仕
事
や
、
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ

ャ
ー
等
で
投
票
所
で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
夜
八
時
ま
で

投
票
で
き
る
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、
大
切
な
一
票
を
棄
権
し
な
い

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　 

◇
不
在
者
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
か
ら 

　
　
　
　
　

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
（
土
）
ま
で 

◇
不
在
者
投
票
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
八
郷
町
役
場
一
階  

建
設
課
前  

会
議
室
　
　

　
◇
不
在
者
投
票
時
間
　
　
　    

　
　
　   

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
朝
八
時
三
十
分
か
ら
夜
八
時
ま
で
　 

　
※
不
在
者
投
票
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
　
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
平
成
十
四
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集
に
は
、

町
内
小
中
学
校
か
ら
五
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
第
一
次
審
査
を
行
い
優
秀
作
品
六
点

を
選
び
、
県
選
挙
監
理
委
員
会
に
よ
る
第
二
次
審
査
へ
提
出
さ

れ
、
大
木
美
貴
さ
ん
の
作
品
が
銅
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
明
る
い
選
挙
啓
発
優
秀
校
に
は
、
恋
瀬
小
学
校
と
南
中

学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
　 

　
茨
城
県
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、
十
一
月
二
十
九
日

に
告
示
さ
れ
、
十
二
月
八
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。
新
治
郡
選
挙
区
の
定
員
は
二
名
で
す
。
八
郷
町
の
投

票
は
町
内
二
十
七
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

問い合わせ先　役場３階 

総務課　内線　１３３８ 

おもい一票 
　きらり　いばらき 

平
成
十
四
年
度 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
優
秀
作
品
紹
介 

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
。
　  

　 

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
。 

 

準特選　岸川智聖 

東成井小学校６年 

準特選　吉田奈穂美 

柿岡小学校６年 
特選　大木　美貴 

林小学校３年 

 

準特選　海老沢歩美 

南中学校３年 

準特選　阿部壮太郎 

柿岡中学校１年 

特選　生井　貴子 

南中学校３年 

茨城県 

議会議員 
一般選挙 

小
学
生
の
部 

中
学
生
の
部 

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を 

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を 

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は 

　
　
贈
ら
な
い
！ 

　
　
求
め
な
い
！ 

受
け
取
ら
な
い
！ 

病気見舞い お祭りへの寄付や差入 

秘書等が代理で出席す 
る場合の葬儀の香典 葬式の花、供養 

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う 

「
三
な
い
運
動
」 

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
よ
う 

「
三
「
三
な
い
運
動
」

運
動
」 



  
　
十
月
十
五
日
に
、
平
成
十
四
年
八
郷

町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団
地
内

汚
水
処
理
施
設
の
下
水
道
施
設
へ
の
接

続
に
と
も
な
い
、
関
係
す
る
四
つ
の
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　 

●
八
郷
町
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団
地
内

汚
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　

　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日
限
り
で

効
力
を
失
う
と
す
る
規
定
を
加
え
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　 

●
八
郷
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

　
管
理
基
金
を
取
り
崩
し
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
か
ら

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団
地
の
受
益
者
負

担
金
は
、
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す

規
定
を
加
え
ま
し
た
。 

●
八
郷
町
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
柿
岡
団
地
内

汚
水
処
理
施
設
管
理
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　 

　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、

そ
の
効
力
を
失
う
と
す
る
規
定
を
加
え

ま
し
た
。
　
　
　
　 

●
八
郷
町
基
金
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
基
金
設
置
条
例
の
別
表
か
ら
当
該

基
金
に
係
る
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。 

　
お
酒
は
飲
み
方
に
よ
っ
て
食
欲
を
増
進
さ
せ
た
り
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
が
、
度
を
越
す
と
、

肝
臓
病
や
胃
腸
病
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
の
原

因
と
な
り
ま
す
。 

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
が
、
一
度
に
大

量
に
飲
む
と
分
解
が
間
に
合
わ
ず
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

に
陥
リ
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
日

の
よ
う
に
長
年
飲
み
続
け
る
こ
と
で
、
脂
肪
肝
や
ア
ル
コ

ー
ル
性
肝
災
か
ら
肝
硬
変
へ
と
進
行
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
肝
が
ん
を
発
症
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
に
陥
る
と
、
自
分
の
健
康
ば
か
り
で
な
く
、
家

族
や
周
囲
の
人
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
能
力
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
遅
い
ま
す
が
、
通
常
の
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
力
を
も
っ

た
日
本
人
の
適
量
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20

ｇ
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
酒
１
合
、
ビ
ー

ル
中
び
ん
１
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
シ
ン
グ
ル
２
杯
、
焼
酎
ぐ

い
呑
み
2
杯
弱
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
2
杯
弱
に
相
当
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
量
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
っ
て
、
誰

に
で
も
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

女
性
や
お
年
寄
り
の
場
合
は
こ
の
半
分
く
ら
い
が
適
量
で

す
。
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
適
量
を
守
っ
て
飲
む
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

⑼

今日から 

健康日本 
はじめ

る 

 21

平
成
十
四
年 

　    

第
五
回
議
会
臨
時
会 

 

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う 

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う 

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う 

お
酒
は
適
量
を
楽
し
ん
で
飲
も
う 

　
お
酒
は
適
量
で
あ
れ
ば
　
百
薬
の
長
　
と
な
り
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
、
肝
臓
や
胃
腸
な
ど
に 

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
節
度
あ
る
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

週に2日は休肝日を設ける 

ゆったりした気分で 
楽しく飲む 

　アルコールはゆったりした気 

分で楽しく飲めば、心もからだ 

もリラックスしてストレスの解 

消に役立ちます。 

 

 

　毎日お酒を飲んでいると、肝 

臓が休む暇がなく機能の低下を 

招きかねません。最低でも週に、 

できれば連続して2日は肝臓を 

休ませるようにしましょう。 

 

たばこは厳禁 

　お酒を飲みながら喫煙すると、 

アルコールでニコチンが溶けヤ 

すくなるので、たばこの害は倍 

増します。禁煙を心がけましょ 

う。 

 

 

　日本酒１合を分解するのに約 
３時間かかりますから、夜中ま 
でお酒を飲んでいたら翌日まで 
体内にアルコールが残った状態 
になりかねません。 
 
 

夜12時以降は 
お酒を飲まない 
 

脂っこい料理は 
避ける 
 　アルコール自体エネルギーが 

高いものです。野菜の煮物や海 
藻サラダなど、ビタミンやミネ 
ラル、食物繊維が豊富なおつま 
みをとるようにしましょう。 
 
 

お酒と 

飲み方 

上手につきあう 

　アルコールの約30%は胃から、残りは小腸から吸収され、ほとんどが肝臓に運ばれて、まず
はじめにアセトアルデヒドという毒性の強い物質に分解されます。さらに酢酸に分解され、最
終的には筋肉や脂肪組織で炭酸ガスと水に分解されて、吐く息や尿として体外に排出されます。
こうした働きがアルコール代謝です。日本酒１合を代謝するのに約３時間かかりますが、その
能力を超えて大量に飲むとアルコールや毒性の強いアセトアルデヒドが血流に乗って脳に達し、
悪酔いや二日酔いの原因となります。 

記事提供：茨城県国民健康保険団体連合会（編集：(株)社会保険出版社)

アルコール代謝 

キ ー ワ ー ド  



 

教
育
は

今
　
⑦ 

 
「
今
　
な
ぜ
　
子
育
て
講
座
？
」 

　
本
年
四
月
か
ら
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
よ
う
に
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
見

つ
め
な
お
し
て
も
ら
う
た
め
、
現
在
、

全
小
中
学
校
で
「
子
育
て
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

一
　
ど
う
し
て
必
要
な
の
で
す
か 

○
　
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下 

　
青
少
年
の
犯
罪
・
不
登
校
・
い
じ
め

や
、
い
わ
ゆ
る
「
学
級
崩
壊
」
の
背
景

に
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
場
合
は

就
学
時
健
康
診
断
の
際
、
全
保
護
者
を

対
象
に
「
子
育
て
講
座
」
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。 

○
　
こ
の
事
業
の
内
容 

子
育
て
や
し
つ
け
に
つ
い
て
話
を
し
ま

す
が
、
同
時
に
保
護
者
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
役

立
て
て
い
ま
す
。 

二
　
子
ど
も
を
取
巻
く
問
題（
八
郷
町
）

①
　
家
庭
の
教
育
力
低
下
に
つ
い
て
は
、

危
機
感
を
持
つ
方
が
80
％
と
高
率
で
す
。

②
　
家
事
手
伝
い
な
ど
の
体
験
を
と
お

し
た
し
つ
け
が
不
十
分
で
す
。 

③
　
自
己
中
心
的
で
忍
耐
力
・
持
久
力

が
弱
い
。
親
、
兄
弟
、
友
人
を
大
切
に

で
き
な
い
よ
う
で
す
。 

三
　
家
庭
教
育
七
つ
の
提
言 

（
中
央
教
育
審
議
会
答
申
10
・
6
・
30
） 

①
　
家
庭
の
あ
り
方
を
問
い
直
そ
う 

②
　
悪
い
こ
と
は
「
悪
い
」
と
し
っ
か

り
し
つ
け
よ
う 

③
　
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て

よ
う 

④
　
子
ど
も
の
個
性
を
大
切
に
し
て
未

来
へ
の
夢
を
持
た
せ
よ
う 

⑤
　
家
庭
内
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
つ

く
ろ
う 

⑥
　
友
達
と
の
遊
び
の
重
要
性
を
再
認

識
し
よ
う 

⑦
　
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
さ
せ
よ
う 

四
　
七
つ
の
提
言
に
対
す
る
具
体
策 

①
　
家
庭
と
は 

　
親
子
に
と
っ
て
の
最
大
の
や
す
ら
ぎ

の
場
所
、
そ
し
て
「
夢
」・「
躾
」・「
教

育
」の
原
点
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、

「
心
安
ら
ぐ
居
場
所
」に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

②
　
善
意
の
し
つ
け 

　
感
情
に
ま
か
せ
て
叱
る
こ
と
と
し
つ

け
は
ち
が
い
ま
す
。
上
手
な
叱
り
方
の

ヒ
ン
ト
は
「
叱
ら
れ
る
立
場
」
で
考
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
「
万
引
き
」
や
「
援
助
交
際
」
な

ど
、
き
然
と
し
た
態
度
で
「
犯
罪
」
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
ま
し

ょ
う
。 

③
　
思
い
や
り 

親
に
感
謝
し
、
親
を
思
い
や
る
心
は
、

広
く
他
人
を
思
い
や
る
心
の
基
と
な
る

大
切
な
も
の
で
す
。
ま
ず
親
が
自
ら
の

親
で
あ
る
祖
父
母
を
大
切
に
す
る
姿
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

④
　
個
性
と
夢 

　
子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
に
夢
や
希
望

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
も

の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
夢
や
希
望
に
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。 

⑤
　
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル 

　
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
分
担

（
家
事
手
伝
い
）
や
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

を
す
す
め
る
こ
と
は
基
本
的
な
ル
ー
ル

の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。 

⑥
　
大
切
な
友
だ
ち
と
の
あ
そ
び 

　
今
の
子
ど
も
は
、
対
人
関
係
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
す
。
友
だ
ち
と
の
遊
び

は
、
社
会
生
活
を
築
く
基
本
で
す
。 

⑦
　
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
活
動 

　
親
子
で
、
体
験
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
・
文
化
活
動
・
地
域
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

          

正
し
い
「
し
つ
け
」
は
、
子
ど
も
へ
の

最
大
の
贈
り
物
で
す
。 

　
八
郷
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫 

⑽

      

　
メ
キ
シ
コ
原
産
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

科
の
熱
帯
花
木
で
、
赤
や
白
に
色
づ

い
た
苞
葉
を
観
賞
し
ま
す
。
本
来
ク

リ
ス
マ
ス
と
は
関
係
の
な
い
植
物
で

し
た
が
、
魔
除
け
の
意
味
を
も
つ
赤

色
を
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
る
風
習
と
と

も
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

広
ま
り
ま
し
た
。 

◆
冬
の
寒
さ
に
注
意 

　
日
光
が
好
き
な
植
物
な
の
で
、
年

間
を
通
し
て
日
当
た
り
の
良
い
所
で

管
理
を
し
ま
す
。
五
月
か
ら
十
月
ま

で
は
屋
外
で
管
理
を
し
、
冬
期
は
暖

房
機
の
温
風
が
当
た
ら
な
い
窓
辺
で
、

八
度
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
管
理
を

し
ま
す
。
八
度
を
き
る
場
合
は
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
被
せ
る
な
ど

の
保
温
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
水
や
り
は
、
基
本
的
に
鉢
土
の
表

面
が
乾
い
て
き
た
ら
、
た
っ
ぷ
り
と
与

え
る
よ
う
に
し
、
冬
期
、
温
度
が
高

く
保
て
な
い
時
は
乾
か
し
気
味
に
、

葉
が
少
し
垂
れ
て
き
た
ら
与
え
ま
す
。 

　
肥
料
は
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
は

チ
ッ
ソ
分
の
多
い
も
の
を
、
短
日
処

理
中
は
リ
ン
酸
分
の
多
い
も
の
を
与

え
ま
す
。
冬
期
は
高
温
が
保
て
る
時 

      

だ
け
、
二
週
間
に
一
回
液
肥
を
与
え

ま
す
。 

◆
お
花
を
咲
か
せ
る
コ
ツ 

　
花
芽
を
付
け
る
た
め
に
は
、
十
五

度
以
上
の
温
度
と
、
二
か
月
以
上
の

短
日
条
件
が
必
要
で
す
。
九
月
上
旬

か
ら
毎
日
、
夕
方
五
時
か
ら
朝
八
時

ま
で
箱
な
ど
被
せ
光
を
遮
り
ま
す
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
に
は
真
赤
に
色
づ

い
た
花
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

◆
植
え
替
え
、
そ
の
他 

　
毎
年
四
月
下
旬
に
植
え
替
え
ま

す
。
枝
を
根
本
か
ら
三
節
く
ら
い
残

し
切
り
詰
め
、
根
鉢
を
三
分
の
一
く

ず
し
、
赤
玉
土
と
腐
葉
土
を
主
体
と

し
た
土
に
植
え
ま
す
。 

　
草
丈
を
低
く
し
た
い
時
は
、
八
月

中
旬
ま
で
に
三
回
く
ら
い
、新
し
く
伸

び
た
枝
を
三
節
残
し
切
り
戻
し
ま
す
。

ま
た
、
着
花
枝
が
多
過
ぎ
る
と
花
が

貧
弱
に
な
り
ま
す
の
で
、一
株
六
芽
く

ら
い
に
な
る
よ
う
整
理
し
ま
し
ょ
う
。 

　
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
つ
き
や

す
い
で
す
。
葉
裏
に
白
い
小
さ
な
虫

を
見
つ
け
た
時
は
、
早
め
に
ア
ド
マ

イ
ヤ
ー
水
和
剤
な
ど
で
防
除
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実 

花と緑の楽園 

茨城県 

来年のX
,
masも 

ポインセチアを 

教
育
は

今
　
⑨ 

 

″ ″ 

真剣に参加する「子育て講座」の保護者 
林小学校にて（14.11.14） 



⑾

    

平
成
13
年
11
月
22
日
生
ま
れ 

父
　
浩
樹
さ
ん
　
母
　
由
美
子
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
よ
く
食
べ
、
よ
く
泣
き
、
よ
く
眠
り
、

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
後
を
追
っ

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
リ
モ
コ
ン
や

電
話
、
戸
棚
の
中
を
い
じ
る
の
が
大
好

き
。
歯
が
七
本
に
な
り
、
数
秒
間
立
っ

て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
健

康
で
心
の
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。 

柿

岡 

  

原
部 

優
吾
ち
ゃ
ん 

 

八
郷
の
歴
史 

（20） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　国谷芳子（佐久） 

（ヘルスメイト） 

【材料】（4人分） 

●豚肩ロースブロック　400g　●水　2㍑　

●ネギ　2本　●しょうが　1かけ（50g） 

●ニンニク　2～3かけ　●しょうゆ　大さじ２

●ねりからし　適宜 

【作り方】 

①鍋に水、豚ブロック、ネギの青い部分のブツ

切りとしょうがをよく洗って、むいた皮の部分

と、ニンニクは皮をむいて包丁の腹でつぶして、

入れる。②最初の20分ほど中火で、あとは弱

火で2時間ほど煮込む。③豚ブロックをバット

にあげて、上からしょうゆをまわしかける。ス

ライスして好みでねりがらしで食べる。 

※煮汁はザルでこして、白髪ネギとしょうがの

せん切りを入れて軽く沸騰させ、塩、こしょう、

鶏がらスープの素で味をととのえて、中華スー

プとしていただけます。 

   
　
明
治
四
年
文
部
省
設
置
、
五
年
八
月
に
は
学

制
が
公
布
さ
れ
て
我
が
国
の
近
代
教
育
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
新
治
県
で
は
管
内
を
四
中
学
区

に
分
け
、
少
数
の
公
立
小
学
校
と
そ
の
付
属
と

し
た
多
数
の
私
立
小
学
校
（
家
塾
）
を
も
っ
て

教
育
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

　
八
郷
地
区
は
公
立
小
学
校
第
四
校
（
石
岡
学

校
）
管
区
と
な
り
各
村
に
家
塾
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
史
料
の
一
つ
に

「
明
治
六
癸
酉
年
第
四
月
　
一
日
写
潮
田
吉
之

輔
」
の「
書
目
概
略
」（
細
谷
潮
田
俊
雄
家
文
書
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
習
字
初
歩
　
単

語
篇
　
啓
　
手
習
文
　
地
方
往
来
　
世
界
商
売

往
来
　
西
洋
夜
話
　
修
身
論
　
日
本
国
尽
　
五

洲
紀
事
　
西
洋
事
情
　
皇
国
地
理
書
　
智
恵
ノ 

   

糸
口
　
十
二
月
帖
　
童
　
教
草
　
農
業
往
来
養

生
法
　
勧
善
訓
　
　
王
代
一
覧
　
世
界
国
尽
万

国
史
略
　
道
理
図
解
」
と
あ
り
、
明
治
六
年
三

月
高
浜
村
小
野
古
風
（
異
母
弟
が
初
代
茨
城
県

参
事
山
岡
鉄
舟
）
が
新
治
県
に
提
出
し
た
家
塾

願
の
書
目
概
略
と
同
じ
で
す
。 

　
家
塾
願
が
無
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

明
治
六
年
に
は
片
野（
文
部
省
第
四
年
報
）、
七

年
に
は
弓
弦
、
小
幡
、
大
塚
に
、
八
年
に
は
月

岡
、
青
柳
、
上
林
、
太
田
、
瓦
谷
、
真
家
、
小

屋
、
大
増
に
そ
れ
ぞ
れ
学
舎
（
家
塾
）
が
開
学

（
文
部
省
第
二
、
第
三
年
報
）と
あ
り
ま
す
。「
大

増
小
学
校
沿
革
誌
」
に
は
明
治
五
年
八
月
大
増

学
校
が
顕
徳
院
、
太
田
学
校
が
善
光
寺
、
大
塚

小
学
校
が
文
珠
院
を
仮
用
し
て
開
校
と
あ
り
、

明
治
六
年
九
月
上
林
村
に
小
学
校
を
設
け
教
育

し
た
の
が
林
小
学
校
の
嚆
矢
（
同
校
沿
革
誌
）

と
あ
り
、
明
治
七
年
に
は
成
井
と
山
崎
に
家
塾

が
、
瓦
谷
に
は
市
村
清
庵
と
小
笠
原
常
雄
の
塾

が
あ
り
、
合
併
し
て
瓦
谷
学
校（
校
舎
雲
照
寺
）

と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
（
小
学
校
四
校
日
記
）。 

　
八
郷
最
初
の
公
立
小
学
校
柿
岡
学
校
が
設
け

ら
れ
た
の
は
明
治
八
年
。
二
月
七
日
石
岡
学
校

進
士
義
道
と
水
谷
学
区
取
締
が
設
立
の
た
め
柿

岡
村
を
見
聞
（
小
学
校
第
四
校
日
記
）
。
「
柿

岡
第
一
尋
常
小
学
校
沿
革
誌
」
明
治
八
年
八
月

二
十
一
日
条
に
「
本
日
ヲ
以
テ
柿
岡
学
校
ヲ
開

キ
本
町
常
林
寺
ノ
本
堂
ヲ
以
テ
校
舎
ニ
宛
テ
タ

リ
当
時
四
等
授
業
生
小
川
教
教
鞭
ヲ
執
リ
タ
リ
」

と
あ
り
、
「
柿
岡
小
学
校
沿
革
誌
」
は
八
月
十

日
開
校
と
あ
り
ま
す
。
小
川
教
は
元
新
発
田
藩

士
、
志
筑
藩
儒
、
真
壁
小
学
校
教
師
を
経
て
柿

岡
に
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。 

　
明
治
九
年
六
月
十
三
日
八
郷
地
区
の
学
校
教

師
名
は
「
柿
岡
学
校
小
川
教
、
荒
川
三
郎
。
小

屋
阿
久
辺
川
大
江
。
太
田
高
木
静
。
大
増
本
田

守
之
。
小
幡
武
田
養
順
。
大
塚
山
口
清
　
。
片

野
伊
藤
四
郎
。
真
家
久
保
田
清
蔵
。
成
井
植
田

四
郎
。
上
青
柳
鈴
木
民
次
郎
。
月
岡
武
川
八
百

次
郎
。
上
林
大
口
拙
斎
。
瓦
谷
小
河
原
常
雄
、

市
村
静
庵
」（
小
学
第
四
校
日
記
）
と
あ
り
、
明

治
十
年
に
は
す
べ
て
公
立
校
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
前
後
、
宇
治
会
、
吉
生
、
下
林
、
片
岡
、

川
又
、
半
田
、
菖
蒲
沢
、
芝
内
、
弓
弦
に
小
学

校
開
校
。
統
廃
合
分
離
独
立
校
名
改
称
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。
例
え
ば
太
田
大
増
大
塚
が

合
併
し
て
小
見
さ
ら
に
恋
瀬
、
上
林
下
林
片
岡

が
合
併
し
て
林
、
小
屋
が
芦
穂
、
月
岡
が
小
桜
、

川
又
が
旭
、
辻
が
小
桜
第
二
、
朝
日
と
改
称
。 

 

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
・
近
現
代
　
青
木
光
行 

わ
た
し
の
手
料
理 

 

か
ん
た
ん
煮
豚 

ゆ
う
　
ご 

小
学
校
の
誕
生 



⑿

　
　
　
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
問
題
で
騒
が
れ

　
　
　
て
い
ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
や
魚
・
肉
・

そ
の
他
の
ト
レ
イ
な
ど
、
何
で
も
家
庭
で
燃

や
し
て
い
る
家
が
あ
り
、
悪
臭
で
迷
惑
し
て

い
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
す
人
は
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
林
地
区
一
住
民 

　
　
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
人
の
立
場
に
な
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
場
主
催
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
お
世
話
に

　
　
　
な
り
、
現
在
パ
ソ
コ
ン
に
熱
中
し
て

い
ま
す
。
講
習
を
受
け
た
方
々
は
今
ど
の
程

度
進
歩
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
な
ど

は
時
々
手
順
で
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
の
ケ
ア
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
岡
　
松
下
　
肇 

　
　
い
つ
も
公
民
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
初
心

者
に
使
い
方
を
指
導
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｉ

Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
現
在
、
町
に
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
詳
し
い
方
に
聞

い
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
民
館 

　
　
　
の
近
所
に
天
然
の
水
が
湧
き
出
し
て

　
　
　
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
水
道
の
水
は

ま
ず
い
と
い
う
こ
と
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
連

日
水
汲
み
の
車
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
で

は
、
う
わ
さ
が
広
が
っ
て
、
か
な
り
遠
方
か

ら
人
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
近
く
で
農

業
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
て
も
迷
惑
を
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
互
い
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名 

　
　
　
も
深
ま
り
読
書
を
楽
し
ん
で
い
ま

　
　
　
す
。
私
の
場
合
「
夜
更
か
し
型
」
で
、

夜
の
十
二
時
、
一
時
ま
で
読
ん
で
し
ま
う
の

で
す
が
、
先
日
「
早
め
に
就
寝
し
、
午
前
四
時

に
起
床
し
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

読
書
を
す
る
」
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
頭

も
ス
ッ
キ
リ
し
、目
も
疲
れ
ず
、休
日
な
ど
に

お
す
す
め
で
す
。
柿
岡
　
小
原
初
美

（
40
） 

　
　
な
る
ほ
ど
。
早
速
試
し
て
み
ま
す
。
文

章
を
考
え
て
い
る
時
も
夜
は
だ
ら
だ
ら
し
ち

ゃ
い
ま
す
も
ん
ね
。
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
さ
と
メ
モ
リ
ー
を
毎
号
新
鮮
な
思
い

　
　
　
で
見
て
い
ま
す
。
歴
史
的
背
景
や
子

ど
も
た
ち
の
年
齢
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
り
す

る
と
、
見
や
す
い
感
じ
が
し
ま
す
。
　
匿
名 

わ
た
し
も
一
言 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

 

吉
生
小
二
年
　
久
　
野
　
愛
　
美 

南
中
二
年
　
菱
　
沼
　
隆
　
史 

㈶
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩
波
芳
水 

評 

　
半
紙
い
っ
ぱ
い
に
堂
々
と
書
け
て
い 

て
二
年
生
と
し
て
は
申
し
分
の
な
い
立 

派
な
作
品
で
す
。 

　
一
筆
一
筆
よ
く
考
え
て
書
け
て
い
ま 

す
。
落
ち
着
い
た
作
品
で
よ
く
出
来
て 

い
ま
す
。 

♣

♣

♣

Ｐ.Ｎ　宙　太　 Ｐ.Ｎ　しょう太 

月岡　萩原志づ 
須釜　塩谷節子（62） 

Ｐ.Ｎ　テレビ・ジョン 

ダ 

秋 

家 

役 

や 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハ

ガキに書いて送ってください。　 

 

①10月12日に行われたやさとウ

ォーキング大会には何人が参加し

ましたか？ 

Ａ－350人　Ｂ－301人　Ｃ－293人 

②10月27日に行われたふれあいま

つりと同会場で同時開催したのは

何？ 

Ａ－健康まつり　Ｂ－収穫祭 

Ｃ－子どもフェスティバル 

③茨城県議会議員一般選挙は今年

の何月何日に行われるでしょう？ 

Ａ－11月29日　Ｂ－12月1日　 

Ｃ－12月8日 

［応募の方法］ 

☆ハガキに広報クイズ176と書き、 

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」 

へのご意見や広報の感想などを書

いて送ってください。イラストや

マンガも大歓迎。 

☆締切日　平成14年12月20日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680-1八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙1月号 

［広報クイズ174の当選者の発表］ 

　正解は①－Ｃ、②－Ｃ、③－Ａ

でした。応募総数39通、正解通38

通の中から次の10人が当選しまし

た。 

市村志つ（小見）加藤淑美（片野）

久保田莉奈（柿岡）塩谷節子（須

釜）中島陽（山崎）成田恵理（小

幡）仁平洋子（小幡）吉田紗耶加

（柿岡）山中和（片野）渡辺真

（柿岡）　　　　　　［敬称略］ 

　全問正解者のなかから 

抽選で図書券が当たるよ　 

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選   

       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  

    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選 

広報ク
イズ  

176

　
中
央
公
民
館
の
オ
ー
プ
ン
記
念
に
片 

野
排
禍
ば
や
し
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
七
日
） 

　
完
成
か
ら
二
十
年
も
経
っ
て
い
る
の 

で
す
ね
。 

休
耕
田
純
白
に
咲
く
蕎
麦
の
花
わ
が
山
里
の
生
気
を
秘
め
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子 

く
ぐ
も
り
し
声
響
か
せ
て
山
鳩
が
ゆ
っ
た
り
生
き
よ
と
裏
山
に
鳴
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

碧
な
す
水
を
湛
へ
て
し
づ
も
れ
り
お
釜
は
蔵
王
の
空
を
う
つ
し
て
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
田
　
　
大
　
栗
　
幸
　
男 

  

木
の
実
落
つ
肩
寄
せ
合
ひ
し
五
輪
塔
　
　
　
瓦
　
谷
　
　
鈴
　
木
　
浦
　
子 

ど
の
径
を
行
く
も
よ
き
村
野
菊
濃
し
　
　
　
川
　
又
　
　
川
　
又
　
渓
　
二 

水
澄
み
て
流
れ
も
早
き
恋
瀬
川
　
　
　
　
　
吉
　
生
　
　
土
　
佐
　
汀
　
風 

  

鏡
見
る
た
び
若
さ
が
逃
げ
る
せ
め
て
口
元
紅
を
さ
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
村
　
田
　
美
千
代 

あ
な
た
頼
り
と
薄
紅
つ
け
て
松
に
す
が
っ
た
蔦
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
谷
　
島
　
清
　
風 

マ
マ
の
口
紅
こ
っ
そ
り
つ
け
孫
の
可
愛
い
す
ま
し
顔 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
鈴
　
木
　
千
代
子 

Ｐ.Ｎ　M i o

柿岡　久保田莉奈（6） 

Ｐ.Ｎ　Ｅ・Ｉ  

Ｐ.Ｎ　いつか  

み
ど
り 

た
た 

み
ち 



⒁

    

　
ふ
る
さ
と
す
て
き
旅
案
内
人
の
メ
ン

バ
ー
と
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
石
岡
・

八
郷
地
区
）
の
み
な
さ
ん
合
わ
せ
て
十

五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
八
郷

町
役
場
か
ら
上
曽
地
内
の
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
入
口
ま
で
の
約
三
㌔
。
役
場
か
ら

と
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
入
口
か
ら
と
二
班

に
分
か
れ
て
、
中
間
地
点
の
営
農
流
通

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
ご
み
を
拾
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
「
予
想

以
上
の
ご
み
の
量
で
す
。
道
の
縁
の
側

溝
に
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
」
と

驚
い
た
表
情
で
し
た
。 

          

■
訂
正
　
広
報
や
さ
と
十
月
号
七
ペ
ー

ジ
の
相
談
窓
口
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

土
浦
分
室
は
県
南
総
合
事
務
所
商
工
労

政
課
に
な
り
ま
す
。
（
電
話
番
号
は
同

じ
）
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。 

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

  

 

菊
地
四
郎
顕
彰
で
瓦
谷
の
鈴
木
さ
ん 

　
「
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
民
の
模
範
と
な
る
家
庭
が
築
け
た
こ

と
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
す
。
十
一
月
三
日
に
行

わ
れ
た
菊
地
四
郎
顕
彰
式
で
、
瓦
谷
の
鈴
木
米

子
さ
ん
（
五
九

）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
鈴

木
さ
ん
は
、
嫁
い
で
か
ら
父
母
の
介
護
な
ど
ひ

た
む
き
に
行
い
、
現
在
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
模
範
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
鈴
木
さ
ん
は
「
家
族
に
な
れ
ば
誰
も
が
通
る

道
で
す
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
て
き
た

だ
け
で
す
」
と
謙
虚
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

「
自
治
宝
く
じ
」
助
成
で
遊
具
施
設
を
設
置 

 

　
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
、
鉄
棒
な
ど
の
遊
具

が
こ
の
ほ
ど
新
谷
地
区
の
広
場
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
遊
具
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

か
ら
、
二
百
五
十
万
円
の
助
成
を
受
け
て
設
置

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
目
的
と
し
て
、
全
国
自
治
宝

く
じ
の
売
上
金
の
一
部
が
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一

つ
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

　
十
月
二
十
日
、
八
郷
町
総
合
運
動
公
園
を
会

場
に
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
百
六
十
人
余
り
で
、

園
内
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
が

行
わ
れ
、
終
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
八
郷
町
体
育
協
会
の

主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
十
回
目
。
こ
れ
か
ら
八
郷
町
が
ス
ポ
ー
ツ

で
元
気
な
町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
終
日
賑
わ
う 

す
て
き
旅
案
内
人
・ 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
共
同
で 

ご
み
拾
い 

 



⒂

八
郷
高
生
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
開
催 

　
十
一
月
五
日
に
八
郷
町
商
工
会
物
産
展
示
室

を
会
場
に
、
八
郷
高
等
学
校
英
語
科
の
生
徒
に

よ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
、
柿
岡
小
学
校

一
年
生
の
生
徒
を
招
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
英
語
で
の
あ
い
さ
つ
や

英
語
の
歌
、
英
語
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
高
校
生
も
小
学
生

も
終
始
笑
顔
。
英
語
担
当
の
木
村
か
お
り
教
諭

は
「
生
徒
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い

の
場
づ
く
り
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
に

こ
や
か
な
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
十
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
八
日

ま
で
八
郷
高
校
生
徒
や
職
員
の
短
歌
や
俳
句
、

美
術
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
見
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
恋
瀬
小
学

校
（
飯
田
和
行
校
長
）
に
こ
の
ほ
ど
ア
ル
ミ
缶

回
収
で
特
別
賞
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

東
京
の
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
が
、
ア
ル

ミ
缶
学
校
回
収
の
普
及
と
回
収
を
通
じ
て
の
環

境
学
習
支
援
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
表
彰
で
、

全
国
で
優
秀
校
表
彰
が
五
十
七
校
、
特
別
表
彰

が
十
六
校
あ
り
ま
し
た
。
特
別
表
彰
は
、
永
年

継
続
し
て
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
っ
て
い
る
小
・

中
学
校
な
ど
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
恋
瀬
小
学

校
は
七
年
間
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
大
図
愛
一
郎
さ
ん
は
「
月
に

一
回
、
第
一
木
曜
日
を
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
と
し

て
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
か
ら
出
る
ア
ル
ミ
缶
を

持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
物
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

    

　
今
月
号
は
ご
み
の
話
題
が
多
く
、
取

材
し
て
い
て
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
旅
案
内
人
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
ご
み
拾
い
を

し
た
役
場
か
ら
上
曽
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

入
口
ま
で
の
沿
道
に
は
、
空
き
缶
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
が
出
て
く
る
、
出
て
く

る
。
普
段
、
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
気
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
所
が

捨
て
や
す
い
場
所
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
先
日
町
内
を
運
転
中
、
信
号
で
止
ま

り
何
気
な
く
わ
き
に
目
を
や
る
と
、
交

通
整
理
の
方
が
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
姿

を
見
か
け
ま
し
た
。
お
昼
時
だ
っ
た
の

で
、
休
憩
時
間
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
人
は
せ
っ
せ
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
落

ち
て
い
る
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶

な
ど
を
入
れ
て
い
た
の
で
す
。
き
っ

と
、
交
通
整
理
を
し
て
い
る
時
、
道
路

の
ご
み
の
多
さ
に
見
る
に
見
か
ね
て
の

行
動
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
思
わ

ず
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」
と
声
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
私
事
で
す
が
、
最
近
結
婚
し
二
人
の

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
も
か
な
り
の
量
で
す
ね
。
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
主

婦
の
方
、ア
ド
バ
イ
ス
お
願
い
し
ま
す
。

す
ぐ
に
取
材
に
お
伺
い
し
ま
す
。（
且
） 

編
集
室 

恋
瀬
小
ア
ル
ミ
缶
回
収
で
特
別
表
彰 

　
第
三
回
町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
、
十
一
月
七

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

は
今
年
の
十
月
一
日
に
通
水
式
を
行
っ
た
八
郷

町
水
処
理
セ
ン
タ
ー
や
南
中
学
校
校
舎
内
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
地
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
さ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
見
学
。
町
内
施
設
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。 

　
モ
ニ
タ
ー
会
議
は
こ
れ
か
ら
二
回
行
わ
れ
ま

す
が
、
モ
ニ
タ
ー
通
信
な
ど
を
と
お
し
て
多
く

の
意
見
、
提
言
は
随
時
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

町
政
モ
ニ
タ
ー
が
町
内
施
設
を
見
学 

  



⒃

 

　平成15年は任期満了に伴う農業委員会委員選挙が予定されています。この選挙は農業委員会委員

選挙人名簿に登載されていませんと投票できませんのでご注意下さい。 

　毎年、１月１日現在で町内に住所を有する方の内、名簿登載要件（耕作面積10アール以上、従事

日数約60日以上）を満たしている方の申請によって農業委員会委員選挙人名簿が作成されます。 

　名簿に登載するためには、12月中に選挙管理委員会から「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」

が区長さんを通じて配布されますので、必要事項を記入し指定の日までに区長さん及び班長さんま

で提出して下さい。 

　登載申請用紙が届かない場合や記載にあたってご不明な点がある場合は、選挙管理委員会事務局

または農業委員会事務局までお問い合わせ下さい。 

　「うっかり忘れてしまった」ということのないよう、くれぐれもご注意下さい。 

 

 

 

 

　　　　農地の売買・農地転用・生前贈与などについて農業委員会の農地法の許可を受け 

　　　ていながら登記をしないと第３者に対して権利を主張できません。（不動産登記法） 

 
　この第３者（当事者以外の者）に対しての権利主張とは、たとえば、農地の売買で農地法第３条、

第５条による農業委員会の許可を受けていたとしても登記をしておかないと、許可書だけでは元の

所有者のままです。第３者に対して、自己所有の権利を主張できません。 

　また、農地転用などで農地法第４条の許可を受けた場合、その後に所定の登記申請の手続きをし

ないと地目（土地の種類を表す名まえ）がいつまでも変更されません。つまり登記を済ませないと

農地のままであり資産上も「農地のまま」となってしまいます。 

　「権利に関する登記」については農地の売買や、生前贈与などがありますが、これも農業委員会

の許可書があっても登記をしないと、いつまでも土地の名義が変更されませんし、自己所有の権利

主張もできません。生前贈与などは、万が一、相続が発生した時に問題になることもありますので

注意が必要です。 

　農地の諸変更関係の多くは、農業委員会の許可や証明が最終ではありません。登記を済んでない

と完了したとは言えません。必ず許可を受けたら速やかに登記を済ませて下さい。 

　農地法の許可を受けたにもかかわらず、まだ登記の済んでいない方は、早めに司法書士か土地家

屋調査士、または農業委員会に相談して下さい。 

 

農地法第３条 

　農地を耕作目的で売買する時は、農業委員会の許可が必要です。 

農地法第４条 

　自分名義の農地を転用する場合、農業委員会を経て知事の許可が必要です。 

農地法第５条 

　他人名義の農地を買って、あるいは借りて転用する場合、農業委員会を経て知事の許可が必要です。 

農地の転用 

　農地を住宅、車庫、工場、倉庫、資材置場、駐車場、山林などに用途を変更すること。 

平成１５年は農業委員の改選の年です。 

農業委員会委員選挙人名簿登載申請をお忘れなく。 

農地法の許可を受けたら、必ず登記を！ 
 

●問い合わせ先　役場２階　農業委員会事務局　内線１２５１ 
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